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Ⅰ はじめに

身体の清潔を保つということは､人間の基本的欲求のひとつである｡ しかし､入院中は安静 ･手

術などによりそれが制限されてしまうことが多い｡

眼科においては､網膜剥離で網膜下液を排除したり､剥離の進行防止､網膜の早期復位をはかる

ため､一定期間の安静を要する｡また､白内障 ･緑内障では､術後の物理的刺激に起因する虹彩脱

出､硝子体脱出､前房形成不全､出血及び感染予防のために安静を要 し､また安静解除後も､入浴

や洗顔､洗髪などが一定期間禁止される｡

そのうえ､入院患者の中で､70才以上の高令者の占める割合も高く､環境の変化や視力低下によ

り､清潔に対 して無頓着となる傾向もある｡また,高血圧症,糖尿病などを合併しており全身的管

理を必要とする｡

このような患者には､より一層日常生活､清潔に対する援助が必要になってくる｡そこで､私達

は今までの清潔に対する援助を振り返り､患者の感想も聞きながら少 しでも快適な入院生活が送れ

るよう､個人の生活習慣に近い援助をと工夫 してみたのでここに発表する｡

Ⅱ 研究期間

昭和56年 6月-昭和57年4月

Ⅲ 方 法

(1)入院患者に安静期問を中心として､不快な点を面接により感想を聞いてみる｡

(2)その結果をもとに､問題をあげ､検討し改善 していく｡

Ⅳ 実施 ･評価

患者の感想をもとに看護者間で話し合い問題点を三つに大別 した｡

1.安静中の洗面介助と合噺､歯みがさなどの一連の清潔に対する問題.

2.洗髪､ベッドバスの方法や回数の問題｡

3.眼周囲の清潔として､当て金の交換やふき綿の問題｡

これらの問題と改善した点､その評価は次の通りである｡

1.安静中の歯みがさなど清潔に対する問題について

①歯みがさは､朝の洗面介助時のみに行っていたが､手術2日前に患者の習慣を聞き､チェック

リス トに書きとめ､できるだけ患者の習慣にあわせて介助するようにした｡
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④網膜剥離のように安静の長くなる場合には､ガーグルベースを用いた含嚇練習を､手術2日前

の排尿練習といっしょに行うようにした｡実際に仰臥位のまま行うため､手術後安静になってから

も安心 してスムーズに含敢できるようになった.

㊥この含吸には､吸いのみを用いていたが､｢水量が少なく十分にすすげない｡｣という意見があ

ったため､マジックカップを利用してみたoこれは吸い口も二種類あり､空気孔をふさぐことによ

り自分で水量を調節できる｡マジックカップは安静Ⅱ度が解除されるまで個人用に貸し出し患者の

希望するほうを利用している｡

④義歯 (入れ歯)の扱い方と清潔法｡はずした義歯は容器に水を入れ浸しておくようにし､ごみ

がはいらぬよう覆っておく｡朝夕は必らず食後にも､歯ブラシを使って水道でよく流し洗いをする｡

⑤安静の長い患者には､各個人の清潔面のチェックリストを作り､温度坂にはさんで､歯みがさ

の習慣や､清潔に対して介助したこと､その回数を書き込むようにした｡これにより､患者の習慣

にあわせて援助できるようになってきた｡

2.洗髪とベッドバスについて

ベッドバスとは温湯と石けんを用い､蒸 したタオルにて清拭する｡当眼科ではこの方法で行なっ

ている｡

①従来より使用していた清潔表を､朝の申し送り時にチェックし､入浴許可の確認を早く行い､

洗髪､ベッドバスの計画を立てるようにする｡この結果､午前中からでも､わずかな時間を利用し

て洗髪を実施するようになり､回数も増えてきた｡

㊤おしぼりを入れて利用していた清拭車に､別に蒸しタオルを作り､入浴できない患者に過2回

配る｡自分でできる患者は自分で行うようにする｡簡単な清拭をする回数を増やし､安静中の患者

は介助しながら更衣も行う｡この蒸しタオルは心地よいと好評であるので､更に配る回数を増やし

習慣化していきたい｡

㊥洗髪は､ストレッチャーに仰臥して､洗面器にお湯を溜め,ひしゃくを利用して行っていたが､

水道にY字型のシャワーを取り付けた｡これは常に温湯で洗えシャワーが気持ちよいと好評である｡

また､看護者一人でも簡単に洗髪が行えるため能率化につながった｡

@安静の長い患者にはアルコール結髪を術後3日目と6日Elを目安として行う.しかしアルコー

ルは患者により､快 ･不快が異なるので意見を聞いて行う｡また､結髪は朝の洗面介助時に行って

いる｡

3.眼周囲の清潔として

(1)当て金について

①術直後の判創膏でとめた当て金は深夜勤務者が､朝取りはずしていたが､医師と相談 して診察

時に交換するようにした｡これにより､当て金をせず放置するということがなくなった｡

㊥点眼開始になった患者は､ひも付きの当て金にするが､この眼帯は決まった交換日がなかった

ので､点眼薬 ･眼脂などで汚れてしまうことが多かった｡それでひもの付いた清潔な当て金を過2

回､定期的に交換するようにした｡交換が容易にでき､きれいで気持ちよい､との声がきかれた｡

(2)ふき綿については

①従来のふき綿は2×4cmの大きさに手作りして､水道水で浸らせたものを保存しシャーシに小

分けする.術直後の患者の診察にはオートクレーブに出したものを使用していた｡このふき綿でも
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特に問題はおこらなかったが､どの位の細菌があるかと､日常用いていたふき綿を普通寒天培地で

培養 してみたところ､1コのふき綿から平均 100-1000コの細菌が検出された｡これは手指につい

ている細菌と思われる｡このため現在は4×4cmのカット綿を2つ折りにしたものでふき綿を作り､

オー トクレーブに出し､これを1日に使いきるようにして使用している｡清潔なふき綿が使用でき

るようになり作り方も簡単になった｡

㊥オートクレーブに出したふき綿は､点眼 している患者全員にプラスチックシャーLに入れて配

り､眼脂が多い時､点眼する時に自由に使用してもらう｡眼をティッシュペーパーで拭いていた患

者もいたが,安心して使用でき､また眼周囲の清潔が保て好評である｡ふき綿が終了したら適宣補

充する｡

Ⅴ 考 察

入浴､洗髪､洗顔､歯みがさなどの一連の清潔は､日常生活において何ら制限されることなく個

人の生活習慣にあわせて行なわれている｡しかし､入院生活においてその最低限の欲求すら満たさ

れないこともある｡たとえ疾病による制限が大きいとしても､看護者はその中からより日常生活に

近い援助をしていかなくてはならない｡

今回､私達が実施した内容はその中のほんの一部にすぎない. しかし､個人の習慣にあわせた歯

みがさ､マジックカップの使用､チェックリストの作成､清潔表の再検討､清拭車の利用などによ

り､より近いものになってきたと思う｡また､ふき綿を個人もちにしたことで､眼脂があればいつ

でも拭くことができる｡高令者の場合､そのままにしておくことも多く､気づいた時にはすぐに拭

けて不快感を軽減することができた｡

アルコール結髪については､アルコールの温度により効果が異なる､という報告もあり患者の意

見を聞き更に検討していく｡

入浴 ･洗髪などの期間の改善は､眼と感染との関連性についてのはっきりした文献がなく､どの

程度の物理的刺激が悪影響を及ぼすのかわからなかった｡また医師の考え方による意見の相違もあ

り､現在も医師と話し合いをもって検討中である｡

この研究をすすめていく中で､身辺整理が十分行われていない老人が多く､モーニングケアの重

要性を再認識し､各個人にあったモーニングケアを心がけてきた｡

これらの清潔に対する援助は､患者に接する機会が多くなり､観察 ･患者理解の一助となり､人

間関係もスムーズに保たれていくと思う｡看護者の自己満足に終わることなく､一人一人の基本的

欲求を満たすことを目的として更に充実させていきたい｡

Ⅵ おわりに

今回の研究は､日常の看護の中で患者の清潔面の改善であり､口腔の清潔ひとつにしても個別性

があり､習慣にあわせた援助は､むづかしいものだと思った｡

最後に､御協力して下さった患者さん､及び先生方､医療技術短大 ･山田先生に深く感謝いたし

ます｡
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資料 1

患者さんへの質問と患者さんよりの声のまとめ

1. 歯みがさは朝するだけで oいつもは,朝と寝る前にしていたが朝だけでよいo

充分ですかo他にしてほし o家と同じ朝 1回で充分o寝たままの歯みがさは,初め

てoいのはいつですかo 他の病院ではしな

かつたoo朝夕,してほしいo寝ていると

口が乾くoo義歯--1日2回

してほしいo-- 1日3回食後に

洗ってほしいo2.歯みがき後,汚水をガ- oこぼすのではないかと心配はあつた

が,うまくできたoグルベースに出しますがう コ

ツを覚えられればよいoまく出せますかoどういう oうまくできたが,コップ1杯

(吸のみ1杯)の水では,ゆ所がやりにくいですかo

すぎが充分でない気がしたooやりにくいが仕

方ないo少しかたむければできるoo汚

水をはき出す要領がわからなかったooうまくいかず,あまりさっぱりしなかつたが仕方がないo

口の中が泡でいっぱいになってしまうo3. しぼつたタオルで

顔を拭 oさっぱりするo気持ちよかつたoくのはさっぱりするで

しょ o熱いタオルで顔をむすのは気持ち良いoうかo oふ

だんは洗っていたのだから.それに比べればものたりな顔を

拭く時,自分でする いが,ねているのだから仕方ないoのと看護婦にしてもらうの o術眼が心配だが,他は自分でしたいo

と,どちらが良いですかo o自分でした方がさっぱりするo4.詰所で,洗髪するのは気 o気持ちよかつたo週2回程してほしいo

持ち良いですかo何日おき o湯かげんよく,眼に水のかかる心配もない

oにしてはしいですかo o気持ちよかつたが.もつと強くやつて

はしいoo気持ちよかつたo安心して洗ってもらえるo2.3日に1

回o5.詰所で蒸しタオルを使つ o気持ちよいが,あ

まりどしどしこすらないでoてする清拭は気持ちいいで ･垢がとれるので気持ち良いoす

かoもつとこうしてほしいという希望はありますかo ･訓練されていて,考えてあってよいoo気持ち
良かつた05日に1回位してはしいooあとで皮

膚がかさついてしまったo石けん分が残るのではないかoもつと簡単に拭いてもらうだけで

もよいoo奥さんにしてもらい,看護婦にはしてもらわな

かったo安静解除になって自分でしたoベッド上で足浴してもらつたが気持ちが

良く疲労がとれた○6. 眼脂が多い時どうしてい o自分でタオルで拭いても良い

と言われてからは自分で行つますかo何かしてはしい



o眼は術後数日はそつとしておきたい気持ちo

o顔を拭く時に,タオルで静かに眼脂をとる

oo自分では何もしないo拭いてもらった方が気持ち良

いoo朝看護婦に拭いてもらったo夕方も清拭してほ

しいooチリ紙で拭いていたo感染がこわ

かったoふき綿を術後2週間目にもらつたが,もつと早

くはしかつたo消毒したものが

はしかつたoo回診の前にしか看護婦が琴いて

くれなかったooふき綿は,術後定期的

に配ってほしいo眼脂流涙が多

く特にはしかったoo自分で専用の-ンカチを作って

そうっと拭いていたoo拭き綿をもらって,自分で

朝夕点眼時拭いていたooティッシュペーパー

で,流涙を拭いておいたoo眼脂多く,拭いてもらったo

術後ふき綿を手元にはしい○o診察の前に拭いてもらって

いるoその他の時はかまわないで

いるから看護婦に拭いてほしい○7. 当て金が汚れていて,不 o眼脂で汚れた時は,

いやだと思い交換してもらったo何日快だった事はありますかo も同じものをし

ていて,大丈夫かしらと思ったことはある何日で交換してほしいです が,看護婦に心配ないと言われてからは安心o

汚れた時はかo 随時かえてもらえば良いo

o自分のものとしてあるから

別に気にならないoo汚れたら交換してほしいooヘスはあまりかえ

てもらわなかったoガーゼはよく交換してもらったooヘスの下方が一番汚れるo看護婦の判断で交換してほし

い○oヒモを通した時は,何日に1回か交換してほしい○8. ひげそりは何日に1度や o毎日は無理だろうから,せめて2,3日に

1回はしてはしつてはしいですかo いo慣れた

人にしてはしいoo自分でできるので用意だ

けしてもらえれば良いoo安静中のため

,それほど苦にならなかったo03日間ひげそりをしてもらわなかったo9. 安静中の清拭や更衣はど o起きられないから面倒だがシャツだけでも着替えたいoあ

うしていますかoまたどの まりいじられ

ると眼ゐ事が気になるから,そつとしておいようにやつてはしいですかo てほし

いoo清拭は奥さんにしてもらっていたo仕方ないので 1

週間同じものを着ていたo



o更衣は看護婦や学生さんにしてもらった｡

清拭もさっぱりして気分良くなった｡

02過に1回清拭してもらっただけなので,週 1回はしてほ

しい｡更衣は家人にしてもらった｡

03日間の安静中,更衣清拭せずそういうものと思っていた｡

o洗濯の心配もあったので,あまりすすんで更衣しなかった｡
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資料Ⅱ ｢安静中に患者さんが思 ったこと｣
タイ トル "腰痛,床上排他など種々な苦痛か ら不安になって しまうO" <要約文>

のため :' ､ゴ や が 諾Tかき ,王 衣 かいところまで 北

lできないため眼周囲が不快であるo l 気を配ってもりいよかつた

o安静申してもらった歯みがきは 安静中便器をあたためてもって トイレに行けないため排尿や排便が床上でスム軟膏や鮮創膏で,眼周囲がベ夕 安静により汗をかき,背部や足が もあったりなど,いろいろ考えて

しまい不安にベ夕して気持ち悪いn 不快であるO又顔もぬれたタオ ルで拭くだけではすっきりしないo とても気持ちよかつたo きてもらいありがたかつたo ができず,背部や足など

が不快であり,また洗ガーゼの上から鮮創膏で止め続けていると眼周囲がネチャネチ 顔が洗えずぬれタオルで拭くだけ 頭を洗ってもらって気持ち良か 細かいところまで気を配つてもつたo らい文句のつけるところがない よくして も
らってお りありがたいという人 も多ヤして気持ち悪かつた○ なのですっきりしないo

ことも種々であり病院の設備に対する意見など眼やにが出て眼のまわりがきた 術後も身体を

拭いてもらいよか 安静申手拭きを持ってきてもらないが拭くのがこわくNrに拭いてもらうとうれしいo眼脂軟膏でヘスや眼帯のひもが 背中がかゆいo汗
をかきあせもができたo つたo いありがたいと思ったo

汗をかき着替えをしてもらいさ 爪も切ってもらい自分ではよく汚れて気持ち悪かつたoope後から軟膏,眼脂などでヘスが汚れたがずつと交換しても 安静中より安静後足など汗ばんで気持ち悪かつたo自分で洗うにも場所がわからないo つばりo 見えないので嬉しかつた○爪を切ってもらいさっぱりして 身体を拭いて
もらい気持ちよからえず気持ち悪かつたo

うれしかつた○ つたo早く入浴したいo入浴したかった○

I-h女持 し イレにイ丁 ず排尿排便が床上でスムーズにでき

ず自分でおもうように食べられず苦痛o ほ 慧票 ク,又同室者への遠慮 F食事にリンゴがついてきたが義 憎 悪も芸票 抜慧慧警 きる 排他,特に大便の世話に
なったo 排他特に大便の世話をしてもら歯であり,自分で切る事もでき

うのが申しわけないoず困ったo 腰痛ありベッドがもう少し硬

トイレ自分でやりたい○入浴したいo い方がよいoわらの入ったベ 便秘に傾 くo排他 (特

に便)がもう,むいて食べるのはいやo ツドの方がよいo腰が痛いo トイレに早く行けるようになり 苦しいo足が臭くな-てしまうO
お風呂に入れないため身体が たい義歯なので毎食後,食物がはさ

し■ 0 大部屋の中で大便が臭うし気にまって気持ち悪かつたo 排他がいちばん苦痛03日間安 なって申しわけないoわるい○臭くなってしまうo 頚部痛o頭部の熱感o 静で3日間排便なしo床上排他の経験がなくうまくできない. 床上排他がいちばん苦痛だった.出なかった
(クリーンベッド等便秘が困る○坐薬

,渓腸とかで 考慮してほしい)だしてもらいたいo下剤がのみたいo 便器より腰が上がり力が入らなかったoベッドに穴があいてい腰痛,背部痛が強くたいへん下着

の更衣,爪切,耳垢のそう 下着の更衣,爪切,耳垢じ,薬の説明や寝具をなおした の掃除をしてはしいoりしてはしいO は ヽ だったo 左
目部痛腰痛,術前に慣らしておいて気分不快があってつらかつた○ ほし

い一度o 安 中は排尿がなかなかできず ればよいo苦労したo 便意があつても部屋の人に申し
薬の内容を説明してほしいo 爪切をして LLo 腰痛ありoギヤツヂベッドは安静中痔痛ありo やわらかすぎるo がなくて苦痛だったo わけなくなかなかでなかったo

入浴できないので,熱いお湯で清拭してはしいo起きら

れないから面倒だがシャツだけでも着替えたいo

てしまい不腰痛,頚部痛,背部 いろいろ考寝具がベッドの下に落ちてしまい寒いo拾ってほしいo 耳垢をとってほし
いO-週間安静続いたが,休寝具がベッドの下に落ちてしま えヽ

qヽ:､■ 口つ Oへツ こ メ こよ 日不眠に よ 床上排滑がスムーズにできず不安になるoは低い方がよい○ も拭きたかったし,更衣も

したかつたo 不快があり不安になるo lるo



資料Ⅲ

疾 患 別 に お け る 安 静 度

白 内 障 緑 内 障 網 膜

剥 離安 静 慶 術後翌日回診後まで 術後翌日回診後まで 術後 7
日頃まで安静安静 Ⅰ度 安静 Ⅰ度

Ⅰ度 (個人差あり)洗 髪 術後 7日日頃より介助で 術後7日日頃より介助で

術後10日日頃より介助で洗 顔 翌日より仰臥位で顔面清拭o翌日より仰臥位で,

顔面清 安静 Ⅰ度 :仰臥位のまま顔安静解除から退院まで顔

面 拭o安静解除から退院まで 面清拭清

拭o 顔面清拭o 安静Ⅱ度 :ベッド上にて顔(医師の許可あれば洗顔可) (医師の許可あれば洗顔可) 面清拭

安静解除から退院まで清拭(医師の許可あれば洗顔可)歯 み がさ(含 敬) 翌日より (仰臥

位介助) 翌日より (仰臥位介助) 翌日より (仰臥位介助)ひげそ り 翌日よ

り (電動式不可) 翌日より (電動式不可) 翌日より (電動式不可)清 拭ベッドバス 術後翌日より可 術後翌日より可 安静 Ⅰ度 :清拭安静

Ⅱ度 :ベッドバス入 浴 術後10日頃より 術後10

日頃より 術後14日頃より食 事 安静中粥食 介助 安静中
粥食 介助 安静 Ⅰ度 粥食介助安静解除になれば常食 安静解除になれば常食 安静Ⅱ度から常食



眼 科 に お け る 安 静 度

安静慶 Ⅰ 度 Ⅱ 度 皿 度

Ⅳ 度姿 勢 仰 臥 枚頭 部 安 静 起 坐 可 病棟内歩行可(トイレ,洗面のみ

) 院内歩行可歩 行

不 可 不 可 可 可節

床 上 床 上 トイレ トイレ処 置

診 -翠 床 上 床 上 診察室

診察室食 事 粥食 (介助) 常 食 常

食 常 食洗 面 顔面清拭 顔面清拭 顔面

清拭 顔面清拭歯みがさ 歯ブラシ
可 歯ブラシ可 洗面所 洗面所介 助 起坐にて自

己で 自己で 自己で入 浴 不 可

不 可 医師より許可あれは可 医師より許可み仙珂洗 髪 不 可 不 可 仰臥位介助

仰臥位介助ひげそり 可(介助)(電動式不可) ■可 (電動式不可) 可 (電動式不可) 可 (電動式不可

)米術


